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（1961～2010）

　

北
森
鴻
は
、
下
関
市
に
生
ま
れ
た
。
平
成
七

年
に
「
狂
乱
廿
四
孝
」
に
て
第
六
回
鮎
川
哲
也

賞
を
受
賞
し
、
小
説
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始

め
る
。
毎
回
緻
密
な
取
材
と
構
成
に
基
づ
く
作

品
を
発
表
し
、
平
成
十
一
年
に
は
『
花
の
下
に

て
春
死
な
む
』
が
、
第
五
十
二
回
日
本
推
理
作

家
協
会
賞
、
短
編
及
び
連
作
短
編
集
賞
を
受
賞
。

民
俗
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
蓮
丈
那
智
シ
リ
ー

ズ
と
な
る
『
凶
笑
面　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド

フ
ァ
イ
ル
Ⅰ
』
発
表
後
も
精
力
的
に
創
作
を
続

け
た
。
長
編
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
短
編
創

作
の
名
手
」
と
も
呼
ば
れ
、
料
理
や
酒
、
骨
董

な
ど
へ
の
造
詣
の
深
さ
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。

入
念
な
構
成
、
考
え
抜
か
れ
た
ト
リ
ッ
ク
、
印

象
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
が
融
合
さ
れ
た
作

品
を
作
り
続
け
た
作
家
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
野
里
沙
子
）

【
主
な
著
作
】

　
『
狐
罠
』（
講
談
社
、
平
成
9
年
）

　
『
花
の
下
に
て
春
死
な
む
』（
講
談
社
、
平
成
10
年
）

　
『
邪
馬
台　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ル
Ⅳ
』

（
新
潮
社
・
平
成
23
年
）

小
説


